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はい，いくつかの研究では，妊娠中のお母さんのストレスが，生ま
れてくるお子さんのアトピー性皮膚炎や気管支喘息と関連する可能
性が示されています．ただし，必ずしも大きな影響ではなさそうで
す．

 ＃ストレス   ＃DOHaD   ＃アレルギー 

背景・解説
近年，胎児期の環境が，赤ちゃんの出生後の健康に影響を及ぼす，という「Develop-

mental Origins of Health and Disease（DOHaD）」の概念が広く受け入れられてい

ます 1, 2）．この中核の考え方の一つが，胎児期に受けた環境刺激が生体機能を長期

的に規定するという「胎児期プログラミング仮説」です．アレルギー疾患の分野に

おいても，母体の栄養状態や腸内環境，環境曝露など，妊娠期から乳幼児期にかけ

てのさまざまな因子が子の慢性的な疾患の発症リスクに関与することが示されてき

ています．

その中で，妊娠中の母体の心理社会的ストレスは，近年注目されている因子の一

つです．妊娠中のストレスは，体の中の「視床下部 - 下垂体 - 副腎系（HPA）軸」

を活性化させ，コルチゾールなどのホルモン分泌を増やすことが知られています 3）．

こうした変化は胎盤を通じて胎児にも影響し，免疫の発達に関わるバランス（Th1/

Th2）を変化させる可能性があります．その結果，出生後の気道の過敏性が高まり，

気管支喘息などの発症に関係することが示唆されています 4）．また，酸化ストレス

の増加といった経路も関与している可能性も指摘されています 3）．

2018 年に発表されたシステマティックレビューでは，母体のストレスが，生ま

れてくる子どものアトピー性湿疹 / 皮膚炎やアレルギー性鼻炎については約 30％，

気管支喘息については約 15％，リスクを増やすという結果が出ています 5）．

最近は，単にストレスの有無だけでなく，妊娠中の母親の生活の質（quality of 

life: QOL）が高いと，生まれてくる子どもの気管支喘息や食物アレルギーのリスク

が低くなる可能性も報告されています 6）．

第 1 章 ◆ 妊娠中にできるアレルギー予防
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妊娠中のストレスは 
子どものアレルギーに関係しますか？
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関連 Question
◉ �具体的にはどのようなストレスの影響が赤ちゃんのその後のアレルギーに関連し

ますか？

論文ごとにさまざまな評価方法がありますが，特に，不安，抑うつの影響が強

いと報告されています．また，子どもや配偶者の死別といった大きなライフイ

ベントも，強いストレスとして影響することが示されています．

◉ 「生活の質（QOL）が高い」とは，具体的にどういう状態ですか？

前述の研究 6）で用いられた QOL の評価指標（SF-8）では，身体的・精神的

な健康状態に加え，日常生活や社会生活が支障なく送れているか，不安やイラ

イラが少ないかといった点が評価されます．これらの状態が良好であるほど，

QOL が高いと判断されます．

実践 Check Point
妊娠中は休息や周囲のサポートを大切にし，安心して過ごせる環境を整えるこ

とが重要である．

過度に心配しすぎず，避けられるストレスだけ避ける．

日常生活において，ストレスはどうしても発生してしまうものです．「妊娠中はス
トレスを減らさないと大変！」とピリピリしてしまうのでは本末転倒です．今まで

指摘された，妊娠中ストレスによるアレルギー疾患発症リスクを増やす影響の大き

さは，統計学的には有意差がありますが，必ずしも大きなものではありません．過

度に心配しすぎる必要はなく，心穏やかに，避けられるストレスは避けながら，お

腹の赤ちゃんとの生活を過ごしていただくことが大切です．
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